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第14回 蒼眠の船旅② 「南米移民船の食事」

山田 廼 生
(日本あ事史学会理事)

五色のテープが舞 う中.神 戸

を出帆する
Ⅲ
さん とす九

す
。舷

門の上 に日本 とブラジルの回

旗 と 「渡航歓迎Jの 文字が見

える。 (大阪高船三井船砲)

神戸を出航し新天地ブラジルヘ

神戸港頭に繰り広げられた南米移民船の出帆風景は,

悲愴感のあふれたドラマであった。はるかブラジルヘ旅

立つ移民たちにとって,眼 前に展開される場面が,母 国

との今生の別れであった。

かつて定期客船の全盛時代,五 色のテープが舞う船出

には,門 出と別離の感情が交錯する華やいだ気分が満ち

ていたが,移 民船のそれは,悲 痛感と生活臭が支配する

独特の世界であつた。筆者は戦後の横浜港 (戦後は横浜

が最終港)で 南米移民船をしばしば見送ったが,前 途あ

る子どもたちや若者はともかく,傷 心の年老いた移民の

姿を見ると胸の痛む思いがしたものだ。それは現代のク

ルーズ客船の淡白な出航風景からは,想 像もつかない情

景であった。

移民たちの壮途を祝して,岸 壁では楽隊がマーチを奏

でた。「蒼眠」には,見 送りの多数のイヽ学生たちが楽隊に

合わせて,“行けや同胞海越えて 南 の国やブラジルの
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…… 〕,と歌うシーンが描かれている。移民の問出の歌は

何出も作られたが,こ こに出てくるのは,作 詞作曲者不

詳の 「移民歓送の歌」と名付けられているもので,完 全

な歌詞は次のとおりである。

1 行 け行け同胞海越えて 遠 く南米ブラジルヘ

御国の光輝かす 今 日の船出の勇ましや

夕ヾンザイ ク ンヾザイ タ ンヾタヾンザイ

2 行 け行け同胞海越えて 南 の国やプラジルヘ

未開の富を開くべき こ れぞ雄々しき開拓者

バンザイ ″ ンヾザイ タ ンヾタヾンザイ

南米移民船は年後の出1帆が多かった。神戸を出ると次

の寄港地は,“さんとす丸
'級
は香港,“はわい丸

'級
は

長崎,日 本郵船の船は門司である。

郵船の門司寄港は燃料炭の補給のためだったが,商 船

の
4は
ゎぃ丸
'と “
まにら丸
'は
,長 崎で相当数の移民

を乗せた。その数は,昭 和初年の統計で年間 21500人前

後。寄港回数は2隻 で年 4～ 5回 である。商船の長崎寄
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|_。断上

港は,1930年 (昭和 5年)3月 に廃止された。

これより先,関西で流行性脳脊髄膜炎が流行した1918

年 (大正 7年)に ,郵 船が南米移民船の神戸発航を長崎

に変更したこともある。

「船中心得」に示された注意事項

ブラジル移民の最盛期は,昭 和のひとけた年代であっ

た。この時期のプラジルヘの航海の様子を知るには,「斉

眠Jが やはり手つ取り早いが,同 書はあくまでも現実を

舞台にしたフィクションである。

以下この稿では,昭 和ひとけた年代を中心に移民EL海

の再現を試みることにするが,筆 者としては,「蒼眠Jを

参考にしながらも, これ以外の史料にも広く当たりたい。

筆者の手元に,海 外興業が 1936年 (昭和 11年 )に 刊

イ子した楽内書がある。「南米ブラジル事情 附 渡航案内J

という表題のこの冊子は,渡 航前の移民に配布されたも

のであるが,そ の 「渡航案内Jの 章に 「船中心得」と題

する注意書きが出ている。少し長いが,航 海中の問題点

がよく分かるので,全 文を紹介しよう。

何分にも四十四日乃至二十六,七 日の長い船中生活で,

不賀れの上に熱帯地を通るのですから衛生には充分注意

しなければなりません。船内では麦飯を出しますが,こ

れは14気予防のためと健康のためにするのですから不平

を言ってはいけません。運動不足から来る胃腸病,脚 気,

寄港地の伝染病,子 供のハシカ等は特に注意を要します。

規則的に生活する様に努め,充 分運動をし,身 体を清潔

にして暴飲暴食をせず,寄 港地に於ては出来るだけ飲食

物等を寓わない様に心掛け,そ して外国人の嘲笑を受け

ない様に'受装真他の挙動に注意しなければなりません。

移住者輸送上の万全を期するために,輸 送監督及び同助

手が便乗しますから船中では万事監督及び船員の命に従

ひ,各 自協力して愉快に航海を過ごすやうにしなければ

なりません。航海中は船内小学校,語 学講習,運 動競技

会,演 芸会,赤 道祭其他の催しがあります。また寄港地

にも上陸見物が出来ますから長途の航海も何日の間にか

過ぎて行きます。(原文は旧体漢字)

岩          ネ          辛

とにかく,船 は初めての移民たちの長期航海である。

船旅をつつがなく送るため,移 民会社と摘側がいかに腐

心したか,こ の文章から読みとれよう。

ここにあるように,航 海には移民会社の移民輸送監督

と助手 (助監督)力 同`行した。この二人と乗組員が移民

輸送の管理に当たったわけだが,な にぶん数百人の小社

会である。会議が頻繁にもたれた。

まず出航直後に,mLA旅のオリエンテーシヨンとして家
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海外果柴が1936年に刊行した案内書 「南

米ブラシル事情 け 渡航案内」の要紙。

長会議が招集された。会議では,船 長以下士官と移民監

督 ・助手の紹介と挨拶,船 医による医療関係の説明,事

務員による船内生活の注意があった。注意の中身は, ト

イレの使用法,入 浴の順序〕洗濯室の使用時間,清 水の

節約などである。

船内自治団による移民の管理

次に移民輸送監督は,洋 上の小社会を効率的に管理す

るため,船 内自治団を編成した。

国の中核は,ス ティアリッジ区画ごとの室長 (組長と

も称した)と 副室長で,選 出方法などは臨機応変にやっ

たらしい。「蒼眠Jで は,家 長会議の席で指名されてい

る。戦後はこれを船内自治班といっており,移 住あっせ

ん所に入所中に班編成を行なったようだ。

さらに,実 働部隊として青年団と婦大会が発足し,団

長以下の役員が選ばれた。そして,青 年団にいくつかの

係を設け,担 当役員を決めた。具体的には,連 絡係,教

育係,船 内新聞係,運 動係,演 芸係,衛 生係,風 紀係,

監視係,食 事世話係, といつた係である。

戦後の移民船の自治班では,企 画連絡班,教 育班,新

聞班,運 動班,娯 楽班す風紀衛生保安班,医 務室勤務員

の班名が記録されている。基本的には戦前と同じだが,

医務室勤務員を設けている点が異なる。

室長,副 室長,青 年団 ・婦大会役員は毎朝集合し,役
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員会をもった。会議には移民監

督と助手のほか,必 要に応じて

乗組員も出席し,情 報連絡を行

なった。また,全 員への情報伝

達の手段として,謄 写版の船内

新間も発行された。

別掲の「1933年 3月 サントス

村役員一同記念撮影Jと ある集

合写真は,1933年 (昭和 8年 )

3月 にブラジルに若いた
“
さん

とす丸
"移
民の船内自治団の

面々である。前ダJに婦人会の役

員, 2列 目に乗組員tr官 ),そ

の後方に青年団の役員が並んで

おり,青 年団役員は,左 腕に係

の腕章をつけている。

自治団の行事の会場には,大

1坂商船の船の場合は特三食堂が

当てられた。しかし, こうした公室のない郵船の船では,

スティアリッジの畳敷き休憩室やハッチ・カバー上で行

なったと思われる。暗い照明,移 民たちの生活音などで,

環境 としては最悪だったろう。郵船の老朽移民船群は,

移民管理の前でも使い勝手が悪く,ブ ラジル移民FHl送の

新しい流れのなかで,早 晩,退 散せざるをえなかったの

である。

三度の食事が航海のアクセント

現代のクルーズ客船の魅力は,飲 み食い,エ ンターテ

イメント,寄 港地観光の二つであるといわれる。レジャ

ー日的のクルーズ客船と人間を貨物とみる移民船では,

月とスッボンはど違うが,船 旅が持つ要素は昔も今も変

わっていない。移民たちには,三 度の食事が単調な航海

を紛らす生活のアクセントだった。

そこで,南 米への航海を復元するにあたって, まず最

初に食事の場面から語るとしよう。

通常,食 事時間は朝食が 8時 ,昼 食が正午,夕 食が 5

時であった。その時間になると,銅 館で移民に知らせた

ようだ。ただし, 2～ 3交 代で食べるため時間に1幅があ

った。食堂は前にも触れたが,ス ティアリッジのハッチ

上である。

食卓の支度などはセルフサービスに近かった。係のボ

ーイが,飯 植,汁 ものを入れた大鍋,お かず皿,香 の物

や個煮などを盛った大皿を食卓に並べる。後は各自が食

器棚から食器をとり出して食べる。準備や後片づけは,

各宝の当番が交替で作業に当たった。

食事は移民たちの楽しみであったから,司 厨員の苦労
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も,そ の分だけ大きかった。熱心な司厨長になると,残

飯バケツの中をたんねんに見て歩き,移 民たらの噌好を

調べたという。ところが, こうした司厨員の吉労にもか

かわらず,一 般的には移民船の食事はお粗末だったとい

うのが定説になっている。

明治の音,第 1回ブラジル移民胎の笠戸丸の食事が,

麦飯に魚と漬物,た まに味‖g汁 といった類いの貧しいも

■ 岳静

“
さん とす丸

"移
民の船内自治団 「サ ン トス村」役員の記念写真。(大阪高船三井線均前

蚤棚ベッ ドの移民たち。戦後の高米移民船でのシヨッ トであ る。
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車

のであったことは,第 6田 の 「笠テイ丸の第

1回 ブラジル移民Jで 紹介した。昭和初劇

のブラジル移民全盛期に,神 戸の移民収容

所の献立がいかにひどかったかは,前 回触

れたとおりである。移民船の食事も似たり

よったりであろう,と 昨堂するのが自然だ。

現に 「首眠Jで は,移 民収容所の食事の

場面で,金 持ち夫婦がこんな会話を交わし

ている。
“
彼女は夫の耳に口を寄せ眉をしかめて

「十五日まで1ヒの御飯じゃ困りますねえ。

お金を出しても他の料理は生えないんでし

ょうかJと言つた。勝出さんは,「船の御飯

はもっとまずいよ。麦飯だからなJと 覚悟

をきめたように答えた。
"(新
潮文庫より)

また,神 戸出航後最初の食事 (夕食)の

場面では,こ う書かれている。

食事中の移民たち。 これは戦後の南米移民船の ものだが,戦 前

の大阪商描の移民船では,食 卓は もっと長 (多 人数で囲んだ。

“
年後五時, どの室でも最初の食事がはじまっていた。

室の中央にはハッチの大きな穴があり, この穴に板で蓋

をしてある。蓋のうえにテーデルをならべ木のベンチを

おいて, これが食堂であった。一室の全人員を三組にわ

けて三度に食事をする。一切れの塩負,一 塊のほうれん

草,麦 飯。……
"。

麦飯におかず 2品 という質素な献立である。大阪商船

の流れを汲む商船三井客船の赤坂忠次氏は,「日本～南米

東岸航路移住者輸送史J(「移住研究JNo 10所 収,海外移

住事業団 1974年刊)のなかで,移 民船の食事に触れてい

るが,戦 前については, この 「荷眠Jの 一文を例として

掲げているだけである。

意外に御馳走だった移民船の献立

とどのつまりは,戦 前の移民船の食事はひどかったと

いう火実が定着し,筆 培もそのように理解していたが,

今回, この稿をきくにあたって二等の食事関係資料を調

べた結果,「蒼眠Jとは反対の印象を持つに至った。つま

り,移 民たちにはまずまずの御馳定ではなかったか, と

いう評価なのである。

第 1表 は,南 米束岸航路客船の移民用献立表の一例で

ある。これは,再 二引用する外務省通商局の 「移民運送

船之研究J(1930年 刊)に掲載されているもので,役 所へ

の報告がもとになっているから, まずは実際のものとみ

第 1表 高 米移民船の移民用献立表の実例 (昭和初年の高米東岸航路客船)

もんてびでお丸(大阪商船) 神奈川丸(日本郵船)

朝 昼 タ 朝 昼 タ

O

干魚,大 根おろし

高野豆盾煮 しめ

味噌汁 (豆腐`務 )

沢庵 梅 千

麦飯

生魚塩焼=!莱 葉ひたし

大根千切 り煮 しめ

すました (蒲笠,献など)

大根漬,紅 生姜

麦飯

年肉シチュー

茄予ゴマあえ

すまし汁 (A切身 葱 )

大根漬,紅 生姜

麦飯

目束」し

れたこん朝鮮煮

味噌汁(大根i油揚)

沢庵,梅 干

妄飯

まぐろ率l l tき

大根.街煮付け

沢庵!梅 千

麦飯

牛内! 白実など煮付け

魚のあら/t

沢庵,梅 千

赤飯

②

うすら豆煮付け,lR煮

白某ひたしゴマあえ

味噌汁(油揚,わかめ)

大根漬 (梅千)

衰飯

生魚煮付け,大根千切り

きゅうり酢物

豚汁

大根漬,ラ ッキョウ

麦飯

牛肉,晦王腐i恵の煮付け

かんびょう煮しめ

椀 (ウドン̀ 票 葉)

沢庵,紅 生掌

麦飯

鮎告煮

わかめi油揚げ酢物

味噌オ(おから,葱)

沢庵!梅 干

麦飯

小鯛塩焼き

かぶら阿茶羅漬

沢庵,梅 千

麦飯

午肉廃きそば

すましオ (綱,昆布)

沢庵,梅 千

麦飯

③

塩鮭,かふら可茶羅演

昆布j油揚げ煮付け

味噌汁(キャベツ)

大根漬,梅 千

妄飯

生点1 =ゅうり1葱のヌタ

さつま芋煮付け

椀 (素麺!某 案)

大根漬,ラ ッキョウ

麦飯

牛肉カツレツ (野菜添え)

昆布酢物

味噌汁 (魚切身,葱 )

大根漬,紅 生姜

表飯

うすら豆煮付け塩燈

するめ笛煮

味噌汁(大根,油場)

沢庵j梅 千

麦飯

玉予豆盾

さんびらごぽう

沢庵 紅 生章

衰飯

牛内カレー煮

すまし汁(点切身,菓葉)

沢庵,味 噌漬

五目飯
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走)「移民運送船之研究J(930年 外務省通南局コ)所説の献立表をもとに作成。
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汲んだ司厨員は,い ろいろな

制約のなかで,精 いっぱい調

理の腕を振るったのだろう。

調理師学校を経営している

料理,F究家の伊東榔子さんは,

この献立表を見て,筆 者と同

じ印象を持った。伊東さんは,
“
移住していく人々の寂しい

心に, これらの料理がどんな

にかなぐさめとなったことで

しょう
"と
筆者に語っている。

1934年 (昭和 9年 )に 一家

ていいだろう。船は大阪商船の
“
もんてびでお丸

'と
日

本郵船の神奈川丸。時代は 「若lFRJと同じ時期の昭和初

年。いずれも航海中の実例である。

むろん,食 事の評価は■観的なものだが,読 者諸氏は

このメニューから, どんな印象を持たれるだろうか。

筆者はこれを見て,当 時の中流家庭のレベルだと思っ

た。まして移民たちは,故 郷で食い詰めた農民であり,

大した食事はしていなかったはずである。

献立は和食で,一 汁こ菜に香の物。栄養的には,バ ラ

ンスがとれている。主食は確かに,麦 2割混用の麦飯だ

ったが, これは脚気予防のための配慮である。それにし

ても,音 の人はずいぶんご飯を食べたものだ。ちなみに

戦後の移民船では,主 食は米飯になっている。

力]えて船の司厨員は,航 海ごとに食事のボリュームと

質に差ができないよう,食 料品のマニュアルを作成して

いた。第 2表がそれである。移民の食事に船側が相当神

経を使ったことが, これでも分かる。

もう一つ, この献立表から強く感じたことがある。そ

れは司厨員の心づかいだ。工夫を凝らした和風の惣菜,

種に変化をもたせた毎食の椀など,同 じ献立を繰り返さ

ないよう細部まで考えている。移民たちにとって,母 国

の風味を楽しめるのは,船 の食事が最後。彼らの心情を

をあげて移住したブラジルの日系人画家マナブ間部氏は,

日本経済新聞の 「私の履歴書J欄 に掲載された回顧録

(1993年 12月 4日 付け)のなかで,食事の印象を次のよ

うに書いている。
“
食事も楽しみだった。教装所同様 ドラが合図で,時

間になるとジャーンと来る。寄港地では,魚 類は衛生上

の問題か,買 わないようで,渡 け込んだサバの料理が多

かった。おやつのぜんざいも甘くておいしかった。
"

間郡氏の少年時代の回想で,船 は 「蒼眠」と同じ
“
ら

ぷらた丸
"で
ある。

明治大正の出稼ぎ渡航の時代と異なり,昭 和初期以降

のプラジル移民は,家 族単位の本格的な移住である。カロ

えて,移 民が国策でもあったことから,船 側の対応も以

前と比べると相応に改善されていたのである。

それでは石川はなぜ,「蒼眠」のなかで移民船の食事を

ことさら貧相に描いたのであろうか。

理由は筆者には分からないが, こんなこともいえよう。
一つは,麦 飯の持つ貧しいイメージ。主食が米飯か麦飯

かは,音の人にとっては大問題だったようだ。前出の
4船

の御飯はもっとまずいよ。麦飯だからな
"と
いう一言が

これを如実に示している。また,「船中心得Jも ,“船内

では麦飯を出しますが・…不平を言ってはいけません。
'

第 2表  移 民月食材料の分■ (昭和初年の商米☆岸航路毒神神奈"!丸の実例)

品  名 分  ■ 摘   要

白 米

麦

生 点

牛肉 ・豚内

生野菜

沢 庵

味 噌

砂 糖

輩 油

煮干 し

お 茶

6合 (llリ ットル)

1合 2勺 (02リ ッ トル)

40匁 (50グ ラム)

35匁 (131グ ラム)

70～80匁 (263～300グ ラム)

0～ 3夕 (38～49グ ラム)

0匁 (38グラム)

8匁 (30グラム)

5匁 (56グラム)

5匁 (9グ ラム)

07匁 分 (3グ ラム)

脚気予防のため安 2管」を混用

干魚の場合は 0夕,塩 点の場合は 5匁,缶 詩の場合は25匁

塩肉の場合は S匁,大 和煮の場合は20匁

乾野菜の場合は6～8匁,缶 詰の場合は30～40匁

その他味唱京,梅 千,紅 生妻など併用

毎朝合に味噌汁を供する

煮物用

煮物用

煮物用

と念を押している。

もう一つは創作上

の問題で,作 品全体

の色調にともなうも

のと考えられる。「蒼

lR」の基調は,移 民

の実態描写と社会ヘ

の抗議を主体とした

暗色であるから,船

の食事もこれに運動

させたものと推測で

きよう。「蒼眠Jはド

売)十 分 ■は 十人 1日 分を示す。 2「 移民運送船之研究J(930年 外務省通南局刊)所政の分■表をもとに作成       キ ユ メ ン タ リ
ー
作 品
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日本瓢ISの神奈川九。南米東岸航路に17回崩抗 し,6″ 258人の移民 を通んだ。
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第 3表  戦 後の南米移民船の移民用献立表

大阪商船(まらじる九)

神
戸
出
航
時
の
夕
食

九 皿 一小綱姿lttFⅢかぶら千米漬.票 唐辛子添え

′卜 皿 一′ヽムとツーセージの盛合わせ ジャガイモ,人参i グリンビースィパセリ添え

吸 物 一あさり潮汁,菊 票

香の物一自実漬,T~良 漬

赤 飯 ―ゴマ塩

果 物 一みかん

ロイアル イ ンターオーシャン ラ インズ

乗
船
日
（出
航

の
前
日
）

く朝〉         (昼 〉           〈 夕〉
塩鮭        ビ ーフステーキ     天 廷羅
味噌オ       芹 菜ゴマあえ      豚 内と野菜いため
福神漬       時 雨はまぐり      大 根おろし
米飯        沢 庵           ラ ッキョウ

米飯         米 飯

神
戸
出
航
時

く朝〉        く 昼〉           く 夕〉
こうなごイ日煮    ポ ークチャップ     牛 肉照焼き
沢庵        蒲 金4          湯 豆盾
梅干し       ほ うれん草ひたし    イ カとワカメの酢の物
白粥        味 噌/t         紅 生姜

米飯         米 飯

かの御馳走である。主食は,前 述のように米

飯だった。

RIとの方は,神 F'出航国とその前日 (乗船

日)の もの。RIしは日本人司厨員を乗せてお

り,専 用の二等食堂が設けられていたので,

移民たちに好評だった。司厨員には,沖 縄出

身者が多かったという。

これは余談だが,戦 後も大阪商船の南米移

民船は,食 事のおいしいことで定評があつた。

戦前からの伝統であろう。筆者自身も,何 回

かの区間乗船の味覚体験でそう感じたし,そ

の良き伝統は現在も,商 船三井客船の調理ノ

ウハウのなかで生きていると思う。

移民船に積み込む食料品

移民船には, どんな食料品を積み込んだの

か 。

ではないのである。

第 2次 大戦後の南米移民船の食事

移民用の献立の問題はこのくらいにして,上 の等級の

食事についても触れておこう。
一等の食事は洋食である。特こ (商船のみ)は 移民た

ちと同じ和食の献立だったが,専 用の食堂がある点が移

民たちと違う。

ただし二等船客で, どうしても洋食を希望するという

向きがあれば,1国 につき1円 50銭 の追加料金で,一等

並みの食事を楽しむことができた。船内の売店で, ビー

ル 45銭 ,キ ャラメル 20銭 の時代だから,1円 50鏡 はリ

ーズナブルな値段ではある。しかし,実 際には同じ食卓

で別の上等の食事をとるわけで,外 国人船各でもなけれ

これには,基 本的なルールがあったことから書かねば

なるまい。明治時代に制定された 「船舶検査規程Jで は,

南米移民船を含むすべての移民船の備えるべき資料およ

び飲料水について,下 記のように決めていた。
“
移民船二於テハ乙種船舶検査証書 (筆者注 :移民船

検査証書)二 掲クヘキ旅客定員二対シ日本ノ港ヨツ初メ

テ到達スヘキ外国ノ港迄ノ航行予定時国ノ長短二応シ第

六号表二依り食料及ヒ飲料水ヲ備フヘシ
"(第
91条)

そして, ここでいう 「第六号表Jの 中身は,次 のよう

なものだった。これは1人 1日の最低分量である。

白米

獣肉 (または鳥肉,魚 )

野菜

: 5合 ( 0 9リ ッ トル)

: 5 0匁 ( 1 8 8グラム)

:適宜

ば,場 がもたなかっただろう。

話のついでに,第 2次大戦後の南

米移民船の食事についても紹介して

おきたい。第 3表 は,戦 後の大阪商

船 とロイアル ・インターオーシャ

ン・ラインズ (RIL)の 移民用の献立

表である。オラングの船会社 RIL

が,戦 後,大 阪商船と並行して日本

人移民を南米に運んでいたことは,

あまり知られていない。

献立表は,商 船の方は
“
ぶらじる

丸
"の
神戸出航時の夕食。門出の日

の食事ということもあって,赤 飯に

小鯛姿焼などが付いていて,な かな

世界の艦船 199412

味噌,醤 油,塩 ,砂 糖,酢 :適宜

飲料水         :2升 (36リ ットル)

この分量は,昭 和になってからも同じである。昭和の

1 産

“
さんとす九

"級
の2書IS“らドらた九

"。
石川達三は1930年にこの掛の特'リ

ニ等でブラシルに旅し,そ の時の乗船体験をもとに名作 「若劇 を害した。
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第4表 日本山航時の資料品泊込み状況 (昭和初年の南米東岸航路客船)

品  名 数  量

隷 類
白米 麦

豆類

2 5 0石 ( 4 5′0 9 8リ ッ トル )

5石 ( 2′7 0 6リ ッ トル )

生BF食料品

キ肉

生点

生野菜

鶏り日

500貫(19ト ン)

l′000貫(38ト ン)

3,000貫(13ト ン)

8,000イ回

カロエ食品
豆腐

魚 野 菜缶詰

|夕500T

I″000缶

乾物類

一般乾物

塩魚

鯉節

千もの

2 5 0買( 0 9ト ン)

50/

454/

80貫(03ト ン)

調味料

漬物

砂塘

塩

味噌 警 油

沢店 梅 千など

|″500斤(09ト ン)

|′000斥(06ト ン)

180樽

嗜好品など

茶

菓子類

米

500テ千(03ト ン)

500斤(03ト ン)

2トン

「船舶設備規程Jの

「移民船に対する食

料及飲用水表Jで は,

数量表示が西洋式に

換算されたことと,

魚の場合は獣肉の倍

量が必要とされたこ

とのほかは,分 量は

上の 「第六号表Jと

変わっていない。

ともかく,主 体は

やはり大量の米飯で

ある。野菜なども適

宜とあるだけ。ルー

ルどおりやっていた

ら,前 述の御馳走な

どできるわけがない。

そのため南米移民

船は, 日本を出航す

るときに,さ まざま

な食料品を積み込ん

だ。第 4表 はその一

第5表 ブ ラジル移民船売店の品日と価額

品  名 価額儀)

清涼飲料

酒類

サイダー

レモネー ド

シ トロン

ピール

日本酒(桜正宗)

20

20

20

45

75

缶詰察

年肉大和煮

サザエ

福神漬

海苔lm煮

ドライミルク

25

30

20

20

40

菓子類

キ表(缶入)

″ (指入)

宝豆

キャラメル(大)

〃  (′〕ヽ)

純餅  ア ラレ

ビスケット

50

15

50

10

5

20

20

雑 貨

官製ハガ■

封筒

化粧石餓

洗濯石統

歯ブラシ

歯みがき粉

タオル

1 50

25

30

10

20

10

20

,i)| 工もえてびでお丸
"(柔
船移民654人 航海日数46日)の実例。 2「 移

民運送船之研究」(930年外務省通商局刊)所戦の数量表をもとに作成。

例で,大 阪商船の
“
もんてびでお丸

"の
報告である。こ

れに加えて各船は,肉 ,魚 ,野 菜といった生鮮食料品,

清水などを,香 港以下の寄港地で大量に補充した。

船内売店の販売品目と営業方式

食事の話に多少関連することだが,移 民船の売店につ

いても触れておこう。

売店は船会社の直営で,飲 食物と日用品を取り扱って

いた。第 5表 は, 日本郵船の備後丸の売店における販売

品目と価額で,1928年 (昭和 3年 )の ものだが,値 段は

比較的廉価だったとされている。

これを見て気がつくのは,清 涼飲料,酒 類,菓 子類が

多いこと。飲み食いが移民たちの大きな楽しみだったこ

とは,前 に触れた。品目の中で,牛 肉大和煮やナザエの

缶詰の類いは,食 事の副食物というよりも,酒 のツマミ

にしたのであろう。ちなみに三時のおやつは,毎 日では

ないが,船 からも出ていた。

航海のほとんどが暑さとの闘いであったから,清 涼飲

料には特に人気が集まった。雑貨品目に化粧石鹸,洗 濯

石鹸とあるところをみると,船 の洗面所や洗濯室には石

鹸を置いていなかったらしく,バ ケツ〕洗面器といつた

類いも不十分であった。

前出の 「渡航案内Jの 「携帯品Jの 項に, こんな記述

がある。
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注)1 928年 9月 の備後れによる第 1

次l●海の実倒 2「 移民運送船之研究J

(330年 外務省通商局刊)による

“
尚船中は水でぬれますからゴム裏車履,雪 駄,ゴ ム

朝とのうち何れか一足宛ある方が便利です。船中では水入

れ,バ ケツ,洗 面器,ア ルミニユームかセト引の湯沸が

必要です。尚一家族分の使用する梅千,塩 昆布,砂 糖,

子供用の永持ちのするお菓子 (干菓子, ビスケット, ド

ロップ等)を 用意すると船中何かと便利です。船中にも

売店があります
"。

売店を船会社の直営としたのは,次 の理由による。

明治大正期の移民船の中には,売 店の営業を乗組員に

まかせていた船がかなりあり,粗 悪で不衛生な品を法外

な値段で移民たちに売りつけて不正な利益を得ていた,

という風評が絶えなかった。たちの悪い乗組員になると,

売店の飲食物の売り上げをよくするために,故 意に食事

の質とボリュームを落としたり,夕 食を午後3時頃に出

して,就 寝まえに移民たちを空腹に追いやる, といった

露骨なことをしたらしい。

移民たちの足元をみて,購 買心をあおるような飲食物

や日用品を麗々しく店に並べて,乏 しい彼らの財布から

浪費をさそうなど,行 為自体が悪質だが,衛 生上も問題

があり,病 気の原因にもなった。さすがに商船と郵船は,

こうした弊害に気がつき,売 店を会社直営にして,乗 組

員による販売を厳重に禁止したのである。
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